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本日のプログラム
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Weekly Report№３９
第３１６３回例会記録
日時：2025年 4月24日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：―
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：―

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

会長報告 乾 淳 会長①
本日は、クラブフォーラムで、五大奉仕部門の

次年度活動計画を立案して頂きます。各委員長の
皆様、宜しくお願い致します。

また、今週26日㈯、27日㈰、中札内村にて開
催されますライラセミナーですが、遠軽信用金庫
様より２名のご参加を戴き、益井青少年奉仕委員
長にご同行頂きます。長時間の移動となります
が、宜しくお願い致します。
本日の会長報告ですが、ロータリーの友に掲載

されている「ロータリーあるある相談室」につい
てお話しようと思います。
皆様ご存じだと思いますが、「ロータリーある

ある相談室」とは、会員皆様のあるあるな相談に
経験豊かなパストガバナーが真剣に、時にはユー
モアを交えて答えてくれるというページです。
以前、掲載されていた相談についてご紹介しま

す。相談内容は,『私は入会３年目の会員です。
入会前、ロータリーは地域に根差した素晴らしい
活動をしていると聞いていました。ところが、い
ざ入ってみると、マンネリの例会や懇親会ばか
り。それなのに、ベテラン会員からは例会出席や
懇親会への参加を鬼のように求められる』との相
談でありました。それに対しパストガバナーは、
こう答えております。『入会者が3年以内に50％
近く退会するクラブもあります。ロータリーは会
員増強には力を入れながら、会員維持のための努
力を怠っています。近頃「居心地の良いクラブづ
くり」を強調していますが、もっと前からやるべ
きだったのです。
また、例会が楽しいかというアンケートでは、

6割以上の会員が「どちらでもない」と回答して
います。多くのクラブが楽しんでいない例会をそ
のままにしているのです。だからこそロータリー
はDEIを取り入れ、新たな文化へと少しずつ変わ
っているのです』と回答しております。
当クラブは、入会後３年以内に退会するという

会員はいないと思いますが、会員間の親睦をより
深めるために、楽しいアクティビティを取り入れ
た例会や、屋外での懇親会、体験型の例会等新し
い形の例会を取り入れる事も必要だと感じており
ます。

5月15日(木)18:00~
夜間例会 観桜会

YOSHIKAWA

幹事報告 石井 朋子 幹事③
１．6月28日、知床バイク例会開催案内。IFMR
⁽(International Fellowship of Motorcycling
Rotations)日本支部・斜里RC、知床IFMR実行委
員会より。回覧。

２．次年度会員名簿作成のため内容確認、訂正の
ある方は修正をお願いいたします。回覧。

３．例会終了後、理事会を開催いたします。

委員会報告
◇長嶋 宏明 親睦活動委員長④

今週末開催の日ハム応援ツアー、メトロプラザ
集合、出発26日13時。駐車する方は会議所側へ。

【名前等後の〇数字は写真の番号】

5月 8日(木)12:30~
クラブフォーラム

クラブ奉仕部門次年度計画
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2024-2025年度 国際ロータリー
会長：ステファニーA.アーチック(アメリカ)
第2500地区ガバナー：小谷典之(帯広西RC)
第4分区ガバナー補佐：山中憲一(紋別港RC)

編集・発行：メディア委員会
委員長：佐藤直也 副委員長：東海林勉
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前島英樹 宇野 勝

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告
須藤順一
出席委員長⑤

4月17日 45 44 29 8 84.1％
4月24日 45 44 35 79.6％

ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長④
朝長賢一君 CLLS行バス飲み物残金 3,300円
長嶋宏明君 ソニー生命コンペ入賞 3,000円

2024-25年度合計 524,300円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：加藤幸徳委員

2024-25_39th_03

本日のプログラム クラブフォーラム
五大奉仕部門次年度計画

加藤 幸徳 次年度幹事②
五大奉仕部門の次年度計画を立てて頂きたいと

思いますので、各委員長のテーブルの元に、各委
員会委員の名前を呼びますのでお集まり下さい。
職業奉仕委員会は高井委員長のテーブル⑥、社

会奉仕委員会は井上委員長のテーブル⑦、国際奉
仕委員会は髙橋委員長と副が欠席ですので木村会
員のテーブル⑧、そして青少年奉仕委員会は福家
委員長のテーブル⑨にそれぞれお集まり下さい。

小船井修一DPG講演：「奉仕の理想」とは；ロー
タリーの目的における「奉仕の理想」の重要性・地
域社会奉仕プロジェクトの実践によるクラブの活性
化・活動を通じて「my rotary moment」を体験する
ことが活動へのモチベーション向上に繋がります。

社会奉仕委員会山岸弘典委員長(釧路北RC)のプ
レゼン：社会奉仕における環境問題への取り組み・
第2500地区における社会奉仕として、地域の環境
問題に焦点を当てることの重要性・クラブの社会奉
仕活動に一般参加者や学校のボランティア部などを
巻き込むことの有効性を強調しました。
提言の目的；

・2500地区における環境問題対策の重要性の共有
・社会奉仕の観点から取り組むべき活動の明確化
・若手会員がR活動に参加するモチベーション向上
◆第６分科会報告 宇野 勝 メディア委員長
①ファンドレイジングは、単なる資金調達だけで
なく、広報活動として公共イメージの向上に繋が
り、奉仕活動をより円滑に進めるための好循環を
生み出します。②ロータリーの最優先事項：ポリ
オ根絶への寄付は、ロータリアンとしての成長の
一歩であり、募金活動を通じてロータリーの活動
を社会に広く周知する機会となります。

福島県における調査では、ロータリーの認知度
がわずか16％、ポリオ撲滅活動に至っては1％と
いう低い結果が出ています。福島県は人口比でロ
ータリアンが最も多い県であるにも関わらず、こ
の認知度の低さは深刻な問題です。

今後は、積極的に奉仕活動を展開し、ロータリ
ーのイメージ向上と新入会員の増加を目指す好循
環を作り出す必要があります。広報委員会が中心
となり、ロータリーの公共イメージを向上させる
ための議論をクラブ内で深めることが重要です。

2024-2025年度➡2025-2026年度
新 旧 理 事 会 開 催 2025年4月22日


